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１．事業の概要 

 静岡県内の動物園と連携して脊椎動物標本の収集保管事業を推進し、国際的に重要な野

生動物から自然史標本を作製して内外機関で活用できる状態にした。また、ふじのくに地球

環境史ミュージアム主催 2025 年度企画展「標本サファリ—大地の動物・水の動物—」を通

して哺乳類に関する教育普及を目的とした展示を行った。 
 
２．目的 

 ふじのくに地球環境史ミュージアムでは、“ふじのくに”の地域学の創造と人・交流・連携

が導く知の拠点づくりを理念に、脊椎動物分野では静岡県の自然系博物館（動物園・水族館

を含む）との連携による野生動物の調査研究ならびに保全管理、自然史標本の収集による知

的財産の蓄積などを推進している。例えば、静岡市立日本平動物園や富士自然動物公園（富

士サファリパーク）とは動物標本の収集と活用において連携しており、また県の自治体・地

元団体とは、自然死または管理捕殺された動物検体を受け入れ、標本や DNA 試料を収集し

てきた。本事業では、動物園をはじめ組織間連携により受け入れた動物検体の標本作製を強

化し、展示や教育等に活用できる状態にすることを目的とした。さらに、子供から大人まで

が高い関心をもつ動物園の動物標本を用いた展示を通して、博物館が自然史標本を収集し

続けることの意義をステークホルダーに周知することを狙いとした。 
 

３．実施内容 

（1）動物試料の収集 

① 野生動物試料 
 令和７年度において、自然死、漂着、または管理補殺された動物検体としてニホンジカ、

ニホンカモシカ、タヌキ、ニホンアナグマ、ツキノワグマ、ノウサギ、スナメリ等の静岡県

産の野生動物を各 1〜数体回収した（写真 1）。これらに加え、ミュージアムが冷凍保存す

るツキノワグマの頭部（静岡県有害駆除個体）とニホンザル（滋賀県有害駆除個体）の検体

から標本を作製した。 
 
② 動物園・水族館からの動物試料 
 令和７年度において、静岡市立日本平動物園からは提供可能と照会のあった脊椎動物の



検体 75 体（哺乳類 20 体、鳥類 42 体、爬虫類 13 体）を受け入れた。富士自然動物公園（富

士サファリパーク）からは提供可能と照会のあった哺乳類の検体 28 体と標本 2 点を受け入

れた。浜松市動物園からはホッキョクグマ検体 1 体の寄贈申請を受け入れた。また、冷凍保

存中だった静岡市立日本平動物園ならびに富士自然動物公園の動物検体（多数）、下田海中

水族館のハンドウイルカ検体 1 体から標本を作製した。 
 

 
写真 1．静岡市内の海岸に漂着したスナメリ遺骸の調査と回収 

 
（2）標本作製と保管 

 試料を解剖して乾燥標本（骨格・毛皮・仮剥製）を作製した。骨格標本の製作では、解体

と徐肉をした状態の試料がステンレス鍋（56 L φ420×高さ 480 mm）または保温ジャー

（9 L 5升）に入る場合は、鍋に試料と除菌洗浄剤（レノグリーン 約 20 g）を投入して

60〜65 度で温浴し、1〜2週間後に取り出して軟組織を完全に取り除いた（写真 2左）。晒

骨が完了していない、あるいは試料中に油分が多く含まれる場合は 60 度での温浴を継続す

るか、35〜40 度の温水に酵素入り入れ歯洗浄剤（ポリデント 数錠）を加えて 1週間以上

放置した。晒骨が完了したもの（写真 2右）は水洗し、中性洗剤やポリデントを加えた液に

数週間晒した。脱脂が不十分だったものは再度レノグリーンとともに 60 度で温浴し、最後

に過酸化水素水または衣料用漂白剤（ワイドハイター）を適量加えた水溶液で 1 日間漂白

した後に水洗して乾燥させた。 
 毛皮または仮剥製の製作工程は動物種によって異なるが、基本は剥皮後の毛皮をナイフ



やメスで丁寧に徐肉し、比較的大型のものはミョウバンと塩を溶かした水溶液に浸けてな

めし皮を製作した。仮剥製にする場合は、剥皮後の生皮またはなめし皮にミョウバン、ホウ

酸、ナフタレンを粉末状にしたものを直接塗布して、縫合と整形後に乾燥させた（写真 3）。 
 

  
写真 2．保温ジャーでの定温温浴の様子（左：晒骨途中、右：晒骨完了） 

 

 
写真 3．仮剥製の整形と乾燥（ニホンジカ） 



 
 完成した標本はふじのくに地球環境史ミュージアム資料データベースに登録し、ラベル

を付け、段ボール製の標本箱またはコンテナに収納して収蔵室で保管した。本事業実施年度

内で標本製作を完了し登録した標本は下表のとおり。 
 
野生個体 

種 名 産 地 個体数 
ニホンジカ Cervus nippon 静岡県 4 
ニホンアナグマ Meles anakuma 静岡県 2 
ハクビシン Paguma larvata 静岡県・山梨県 2 
ツキノワグマ Ursus thibetanus 静岡県 1 
オオアシトガリネズミ Sorex unguiculatus 北海道 1 
アカネズミ Apodemus speciosus 静岡県・長野県 16 
ヒメネズミ Apodemus argenteus 静岡県・長野県 10 
ハツカネズミ Mus musculus 静岡県 1 
ニホンザル Macaca fuscata 滋賀県 35 
スジイルカ Stenella coeruleoalba 静岡県 1 

  合計 73 
 
動物園個体 

種 名 産 地 個体数 
サバンナシマウマ Equus quagga 飼育 1 
ウマ Equus caballus 飼育 1 
イボイノシシ Phacochoerus aethiopicus 飼育 1 
フタコブラクダ Camelus bactrianus 飼育 1 
ワピチ Cervus canadensis 飼育 2 
ダマジカ Dama dama 飼育 1 
マサイキリン Giraffa tippelskirch 飼育 1 
シタツンガ Tragelaphus spekii 飼育 1 
エランド Taurotragus oryx 飼育 1 
ブラックバック Antilope cervicapra 飼育 3 
ムフロン Ovis orientalis 飼育 1 
ミーアキャット Suricata suricatta 飼育 2 
シマハイエナ Hyaena hyaena 飼育 2 
チーター Acinonyx jubatus 飼育 1 
ライオン Panthera leo 飼育 4 



アムールトラ Panthera tigris altaica 飼育 1 
ショウガラゴ Galago senegalensis 飼育 1 
ボリビアリスザル Saimiri boliviensis 飼育 1 
ダイアナモンキー Cercopithecus diana 飼育 1 
アカコロブス Procolobus badius 飼育 1 
チンパンジー Pan troglodytes 飼育 1 
フタユビナマケモノ Choloepus didactylus 飼育 1 
アカカンガルー Macropus rufus 飼育 1 

  合計 41 
 
（3）展示を通した哺乳類学の教育普及 

① 企画展の開催 
 ふじのくに地球環境史ミュージアム 2025 年度企画展「標本サファリ—大地の動物・水の

動物—」を 1期（令和７年 4月 15 日〜8月 3 日、111 日間）と 2期（令和７年 8月 5 日〜

11月 3 日、91 日間）に分けて開催した（写真 4・5）。1期の展示（大地の世界）では、動

物園で飼育されていたキリンの全身骨格やアジアゾウの鼻（液浸）をはじめ、シマウマの毛

皮、プロングホーンやウシ科の剥製等の計 64 点の標本を展示し、陸上（空中を含む）の様々

な環境に適応した動物の生態を紹介するとともに、外見や骨に表れる形態的な特徴と対比

しながら、陸棲動物の適応進化について解説した。 

  
写真 4．企画展のポスターとクレジット 



  

写真 5．（左）動物園等との連携の紹介、（右）標本の種類と収集保管の意義の説明 
 

  

写真 6．（左）2期（水と氷の世界）の会場と目玉展示のアカボウクジラ全身骨格 
（右）ホッキョクグマ剥製の横に設置したハンズオン型展示 



 2期の展示（水と氷の世界）では、静岡県に漂着したアカボウクジラやスジイルカの全身

骨格をはじめ、キタオットセイの全身骨格、カバの頭骨、ホッキョクグマやシロイワヤギの

剥製等の計 45 点の標本を展示し、水中や氷上に適応した動物の生態を紹介するとともに、

外見や骨に表れる形態的な特徴と対比しながら、水棲動物の適応進化について考える機会

とした（写真 6）。 
 展示室には、パネルによるやや専門的な解説に加え、各期 5問ずつのクイズ「目指せ！ア

ニマルマスター」（選択問題形式）を設置し、4 問／5 問正解者にはそれぞれ哺乳類学者の

ライセンスカード（シルバー／ゴールド）を配布した。クイズは、展示企画者が最も見せた

い標本とその進化的な特徴に厳選し、展示標本や解説パネルをじっくり見て解く仕様とし

た（写真 7）。そのため、普段は解説パネルを読まない来場者（特に子供）でも、ゲーム感

覚で哺乳類に関する知識を身につけるきっかけとなり哺乳類学の普及が達成された。 
 

   
写真 7．1期（大地の世界）に設置したクイズ 

標本や解説パネルからヒントを得て回答する仕掛け。 
 
 
 
 
 
 
 



② イベント 
 企画展の関連イベントとして、「標本サファリ（大地の動物）見学ツアー」（5月 6 日）と

「骨や毛皮にハンズオン！標本さわり」（8月 23 日、24 日）を実施した。「標本サファリ見

学ツアー」は全年齢対象のイベントで、最初に動物の骨格標本や毛皮に触れてもらいながら

哺乳類の体のつくりについて学習した後、企画展の見学と解説を行った。「標本さわり」は、

企画展「標本サファリ」で実現できなかったハンズオン展示を重視し、NPO法人静岡県自

然史博物館ネットワークを主体とする駿河ホネホネ団の協力のもと、骨格標本や毛皮に触

れて学ぶ体験型展示ブースを 2 日間設置した（写真 8）。その他、ミュージアム内のカフェ

でサイエンスカフェ「古哺乳動物学の世界」（6月 7 日、9月 6 日、10月 4 日）を実施し、

哺乳類学と古生物学についてより深く学びたい人に向けて事業報告者（西岡）が専門とする

古哺乳動物学の最新の研究成果を発信した（写真 9）。 

 
写真 8．イベント「骨や毛皮にハンズオン！標本さわり」の様子 

 

 
写真 9．ミュージアム内の図鑑カフェで実施したサイエンスカフェ 



③ 大学生・学校教育 
 8月には、博物館実習期間中に企画展の 1期と 2期の入替を行い、実習生が哺乳類標本の

取り扱いと展示製作を学習する機会とした。 
 10月〜11月には、動物関係の専門学校生を受け入れて野生動物学実習を実施し、当館が

連携する動物園から受け入れた大型動物の検体の解剖と小型動物の仮剥製の製作方法を教

えした。これにより、哺乳類標本の収集の効率化が達成されるとともに、動物園等の飼育員

やブリーダーを目指す人材育成にも貢献した。 
 

 
写真 10．夏期の博物館実習（展示入替）の様子 

 
４．まとめ 

 本事業を通して計 114 点の哺乳類の乾燥標本を収蔵することができた。また、標本作製

の設備拡充と教育普及を兼ねたマンパワーの確保により作業効率が飛躍的に向上し、年度

内に収集した野生動物ならびに動物園由来の哺乳類検体についても多くが標本として完成

または作製中の状態である。 
 企画展「標本サファリ」ならびに関連イベントでは、動物園標本を通して哺乳類学や博物

館における収集保管の意義について普及することができた。来場者からのアンケート結果

では、「動物園で親しんだ◯◯がこうやってまた見られることに感激した」といった意見が

寄せられている。動物園との連携においては博物館が検体を一方的に受け入れるだけでは

なく、収集した標本を公開することで、博物館と動物園の双方が目指す野生動物の調査研究

ならびに保全の普及を推進することが大切である。社会情勢により多くの国公立博物館で

は収集保管事業の停滞が余儀なくされているが、博物館活動を持続するためにも外部組織

との連携が今後も重視されることだろう。 


